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人生に対する後悔および充実感の視点による

生き方態度に関する研究

高 井 範 子

【要 旨】

人生を振 り返 った ときに、人は何 を悔 やみ、何 を反省すべ き点 として捉 えているのかを行動の有無を基準 として

中年期の人々の 自由記述 を再検討 した結果、行動は したが 、その内容に対す る後悔 よりも、行動 しなかったことに

対する後悔 を挙 げた人の方が多か った。後悔 や反省 点の内容 と しては、"勇 気 をもって もっ と色 々なことをすべ き

だった"等 の 「生 き方態度」領域が最 も多 く、次いで、"人 を傷つけて しまったこと"等 の 「対人関係」や 「家族」

に関する ものが上位領域 として挙が っていた。 さらに、中年期の人々は どのようなことに充実感 を感 じているのか

につい ての 自由記述分析 を行 った結果、"何 か を成 し遂げた時"等 の 「達 成感」 や、"子 供の成長過程"と いった

「家族」領域 、および"他 者に役立つ ことや他者 との心 の交流 を感 じる時"等 の 「対人関係」が主な領域であ った。

「自己投 入対象」があることや 「自己投入度の高 さ」 もまた充実感 を感 じさせ るものであ り、 さらに、「平凡な 日常

生活」の中にも有難 さを感 じつつ充実 感を見出 している様子が窺えた。また、 日常生活 において、 どんな小 さなこ

とであってもその人な りのささやかな 「目標 ・意味」 意識 を持 っていることや、同時に何 らかの具体的な行動 をと

ることに よって より一層 「充実感」を強 く感 じる ことがで き、対 自的 ・対他的次元における積極的な生 き方態度 を

強める様子が窺 えた。

1.は じめ に

人が 生 きる プロ セス には多 くの喜 びや悲 しみが伴 い 、他 者 には分 か らない様 々 な思 い を抱 きなが ら人 は

生 きて い くもの で ある。Edkson(1959)は 、老 年期 にお ける心 理社 会的 な危 機 と して 「統 合vs絶 望 」 を提

起 し、 自我統 合 の重 要性 を指摘 した。 しか しなが ら、 自我統 合 が な されて い るか否 か に関わ らず 、人生 の

終 焉 とい う ものは不 意 にや って くる もの であ る。 どの年 齢段 階 であ れ、 自分 が それ まで に生 きて きた 人生

を振 り返 り、 「これで よか った」 と、 自分 の歩 んで きた人 生 を受容 で きる こ とは幸せ な こ とで あ ろ う。 大

学生 か ら老年 期 を生 きる人々 にお いて 、人 生 を受容 で きる要 因お よび年齢 段 階 にお ける特徴 が い くつ か見

出 されて い る(高 井,1999c,2000a,b,2001a)。 しか し、 人生 は順風 満帆 な時 ば か りで は ない 。 人 は対 自

的 ・対 他 的次 元 にお いて失 敗 を重 ね、傷 つ き、 そ こか ら何 か を学 び、成長 してい くもので もある。 人生 を

受容 で きて い るその度 合 い に関 わ らず 、人 生 を振 り返 った時 、誰 しも何 が しかの 反省 点 は見 出 され る もの

で あろ う。高 井(2001c,2002)は 、 人生 の受 容度 に関 わ らず 人が 自分 の 人生 を振 り返 っ た と き、何 を悔 や み、

何 を反省 すべ き点 と して捉 えてい るの か を大学 生 か ら老 年期 に至 る人 々 を対 象 と した 自由記述 分析 を通 し

て探 っ てい る。そ の結 果、 青年期 ・成 人前期 、 中年期 、 老年期 の3期 に共 通 して最 も多か っ たの は 「生 き

方態度 」領域 で あ り、次 い で 「対 人関係 領 域」が挙 げ られて いた。 中年期 、老年 期 にお いて は 「家庭 領域 」

も上位 領域 とな ってお り、 青年期 ・成 人前期 で は 「学業 」領 域や 「性 格」 領域 も上 位 に挙 が って いた。 上

市 ・楠 見(2000,2001)は 、人 の後 悔 の想 起 に及 ぼ す意 思 決定 ス タイル と行 動 との 関連 を調べ て い る。 そ

の結果 、 大学 生 におい て は、今 まで の 人生 に対す る後悔 は、行 動 した場 合 よ りも行 動 しなか った場 合の 方

が 多 か った こ とが 示 され て い る。更 に、行 動 しな か った こ とに対 す る後 悔(ex勉 強 しなか っ た等)は 長

期 的で あ り、 また、 熟慮 せず 、 直:観的 に意思 決定 した入 の方 が後悔 す る傾 向が 高 く、更 に、 欧米 が個 人 的

後悔 であ る の に対 し、 日本 で は他 者 との 関係(ex.人 を傷 つ け た こ と等)を 後 悔 す る傾 向 が高 い こ とが報

告 され て い る。そ こで 、本 稿 にお い ては 、上市 ・楠 見(2000,2001)の 研 究 にお け る行 動 の有無 とい う基準

を採 用 し、後 悔 や反 省点 に関 す る上記 の 自由記 述 を再検 討す るこ とにす る。

また 、老 年期 に おい ては 人生 を受容 で きて い る度合 い が強 い ほ ど、対 自的 ・対 他 的生 き方 態度 は よ り積

＼



132 高 井 範 子

極 的 な もの となっ てい たが(高 井,1999C)、 本研 究 にお いて は、 人 生受 容 や上 述 した人 生 に対 す る後悔 に

お け る行 動変 数 に関連 す る もの と して、 人は生 きてい く上 におい て一体 どの よ うなこ とに対 して 充実感 を

感 じるのか とい う こと を中年期 を生 きる人 々の 自由記 述 を通 して探 る こ とにす る。Frankl(1969)は 、 自

分 の人生 に独 自な意味 や 目的 を見 出す こ とが で きない場 合 に実 存 的空虚 や実 存 的欲 求不 満 を感 じる と した

が 魂 日々の 生活 におい て充 実 感 を感 じてい る人 々 の、 「目的 ・意味 」 意識 との 関連 や、 そ れ らの2変 数 が

対 自的 ・対他 的次 元 にお け る生 き方態 度 に どの よ うな 関連 が見 られるの か を探 る こ とにす る。従 って 、本

研 究 にお い ては、1.人 生 の後 悔 や反省 点 の 内容 を行動 の 有無 を基 準 に して 自由記述 を再検 討 し、2.人

生 にお ける 目的 ・意味 意識 と充 実感 に よる変数 を基 準 に した場 合の 人 々の生 き方 態度 、 お よび 自己受容 や

他 者 との 関係 性が どの よう に異 なって い るの か、 また、3.人 々 は 日常 生活 にお い て どの よ うな ことに対

して充 実感 を感 じてい る のか を 自由記述 を通 して探 る こ とを 目的 とす る。

2.方 法

(1)調 査 対 象 者 お よ び 調 査 実施 の 手 続 き

本研 究 にお け る調 査対 象 者 は、会 社員 、公 務員 、 自営 業、 専 門職 その他 に従 事 す る有職 者 お よび主婦 な

どで あ る。質 問紙 は複 数 の企 業(大 手 ・中小 企業)、 市役 所 そ の他 に行 い 、 さ らに、 知人 を通 して所 属 サ

ー クル そ の他 へ の 配 布 回収 を依 頼 した。 尺 度 に関 す る分 析 対 象 者 の有 効 回 答 総計 は 亘695名(M687名 ,

FlOO8名)で あ る。 内訳 は、 大学 生285名(M118,Fl67)平 均 年齢20.9歳 、 大学 生 を除 く20代345名(M

l28,F217)25.5歳 、30代271名(M130,F141)34.0歳 、40代318名(M112,F206)44.9歳 、50代183名

(M56,F127)53.9歳 、60代202名(M93,FlO9)64.3歳 、70代 以 上91名(M50,F41)73.7歳 で あ る。人 生

の 後悔 や反省 点 に関す る 自由記 述 の有 効 回答 者 数 は、40代275名(M78,Fl97)、50代134名(M31,HO3)。

人 生の 充実感 に関す る 自由記 述 の有効 回答 者数 は 、40代305名(M103,F202)、50代178名(M56,F122)。

調査 時期:1996年 蓋0月～11月 。

(2)調 査 尺 度

① 実 存 的生 き方 態度 イ ンベ ン トリー(EAL:ExistentlalAttitudetowardLlfeInventory):高 井(1999a)

に よる改訂 版 尺度 。 「決 断性 ・責 任性 ・独 自性 」 「自 己の存 在価 値」 「自己課題 性 」 「意味 志 向性 」 の4下 位 尺

度 か ら構 成 され 、35項 目よ りな る5件 法 尺 度(1点 ～5点)。 ② 自尊 感 情尺 度(Rosenberg,1965):山 本 ・

松 井 ・山成(1982)が 邦 訳 した もの(10項 目)を5件 法(1点 ～5点)で 用 い た。 ③ 自己 受容 尺 度:宮 沢

(1988)に よる4件 法 尺度(1点 ～4点)で あ り、本研 究 におい て はLス ケ ール を除 く27項 目の 合成 得 点 を用

い た。 「自己理解 」、「自己承 認」、 「自己価 値」、 「自己信 頼 」 の4側 面 を含 む尺度 。④ 対 人関係 性 尺度:「 閉

鎖 性 ・防衛 性」 「あ りの ままの 自己」 「他 者依 拠」 「他 者受 容」 「自己優 先」 よ りなる28項 目、5件 法尺 度Q

点 ～5点)(高 井,1999b)。 ⑤ 存 在受 容感 尺 度:高 井(200豆b>に よ る22項 目、5件 法 尺度(1点 ～5点)。

「他 者 か らの受 容 」 「疎 外 感 ・孤 独 感 」 「超 越 力 を意 識 」 「感 謝 ・安 ら ぎ感 」 の4下 位 尺 度 よ り構 成 。⑥

PIL(Crumbaugh&Maholick,1964)の 態度 ス ケ ール:岡 堂(1993>に よる改 訂版 を用 い た。20項 目7件 法 尺度 、

得 点化 は1点 ～7点 であ る。 主 に どの程 度 人生 に生 きる意味 や 目的 を見 出 し,活 気 や充 実感 に満 ち て生活 し

てい るか とい った こ とを問 うもので あ る。

(3)人 生 の 後悔 や反 省 点 に関 す る行 動 の有 無 に よ る記 述 分 析

40代 、50代 の中年 期 の人 々 を対 象 に した人 生受 容度 別 にお け る 「人 生 にお いて悔 や む点 お よび反省 すべ

き点」 に関す る 自由記 述 を上市 ・楠見(2000,2001)に 従 い、"行 動 の有無"を 基準 と した再分 析 を行 う。

但 し、 上市 ・楠 見 らの ように意思 決 定ス タイル その他 に関 して は調査 してい ない ため 、行動 の 有無 お よび

その 内容 に 関 しての分 析 を行 う。 質問 は以 下 の ように行 った。 問1と して、 「私 は今 までの 人生 を振 り返

って、 これで よか った と思 う」 とい う問 い に対 し、1「 全 くそ う思 わな い」、2「 余 りそ う思 わな い」、3
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「どち らと も言 え ない」、4「 少 しそ う思 う」、5「 本 当 にそ う思 う」 の いず れか にマ ル印 をつ け て も らい、

その理 由 を記 述 して も らった。 問2と して、 「今 までの 人生 を振 り返 っ て反省 すべ きこ とは ど うい った こ

とです か。 あ るい は、 ど うい った こ とが悔 や まれ ます か」 を尋 ね た。

(4)目 的 ・意 味 意 識 と充 実感 に よ る分 析

本研 究 の 目的 とす る ところ を よ り明確 にす る ため にPILの 項 目内容 の厳選 を行 った。 先ずPILの20項 目か

ら 「死(No.15)」 と 「自殺(No.16)」 に関 す る2項 目を削 除 し、残 る18項 目に対 して最尤 法(Pmmax回 転)

に よる因 子分 析 を行 い3因 子 を抽 出 した。 更 に、 因子 負荷 量 が低 い2項 目(No.14,No.18)を 削 除 し、残

る16項 目に対 して、 再度 、最 尤法(Promax回 転)に よる因子 分 析 を行 い3因 子 を抽 出 した(Table1)。

第1因 子 は 目的 や意 味 、使 命 とい っ た項 目(No.3,4,7,8,17,20)に 高 い負 荷 量 が見 られた の で 「目的 ・意

味」 因子 と し、 第2因 子 は 日々の 生活 にお い て活 気 や充 実 感 に満 ちて生 活 で きてい るか否 か を問 う項 目

(No.1,2,5,6,9,10,19)に 高 い 負 荷 量 が 見 ら れ た ので 「活 気 ・充 実 感 」 因子 と した 。 第3因 子 は3項 目

(No.11,12,13)で あ っ たが、 項 目内容 に余 り統 一 的 な ま とま りは見 られな か った。 本 稿 にお いて は、 当初

の 目的 に沿6た 統 一 的解釈 が 可能 な第1因 子 と第2因 子 が 抽 出 されて い るので 、 この2因 子 を用 い て分析

を行 うこ とにす る。

1)全 調査 対 象者 の 「目的 ・意 味」 因 子6項 目加 算得 点 の 中央 値(32点)、 お よび 「活気 ・充実 感 」 因

子 の7項 目加算 得点 の 中央値(36点)に よ り、 それ ぞれ を高群 低 群 に分 けた(中 央 値群 は含 まれ な

い)。 これ に よる4群 別 の分 析 を男 女 別 に行 う(HH群:「 目的 ・意味 」高 群 か つ 「活気 ・充実 感」

高 群、HL群(「 目的 ・意味 」 高群 か つ 「活気 ・充 実感 」低 群 、LH群:「 目的 ・意味」 低 群 かつ

「活気 ・充実 感」 高群 、LL群:「 目的 ・意味」 低群 かつ 「活気 ・充 実感 」低 群)。

2)さ らに、行 動変 数 と して 「ボ ラ ンテ ィア活動 や その他 の社 会 的活 動、 或 いは 自己 を向上 させ るた め

の何 か を して いる か否 か」 を問 う項 目(略 して、 以 下 「社 会 的活動 」 と称 す る)を 加 えた分 析 を行

い 、1)の4群 それ ぞれ にお い て、 「社 会 的活動 」 を行 っ てい る人数 割合 を調 べ る こ とにす る。

TablolP塞Lの 因 子 パ ター ン 行 列(Promax回 転)

項 目 内 容 F1 F2 F3

3.生 きていく上で非常にはっきりした目標や計画がある .945 .053一 。189

8.人 生の 目標の実現に向かって藩々と進んでいる .785 .047.006

20,人 生にはっきりとした使命と目的を見出している .633 一
.072.328

4.私 という人間は目的をもった非常に意味のある存在だ .516 .194.173

17.私 には人生の意義、目的、使命を見出す能 力が十分にある .514 一 ,004295

7.定 年退繊後(老 後)、私 は前からやりたいと思ってきたことをしたい .432 .143一,005

2.私 にとって生きることはいつも面 白くてわくわくする.044 .769 .013

1.私 はふだん非常に元気一杯ではりきっている.080 .735 一 ρ15

5.毎 日がいつも新鮮で変化に富んでいる.142 .734 一 ρ91

19.毎 日の生活(仕 事や勉 強等)に私 は大きな喜びを見出し、満 足している 一.007 .612 .218

9.私 の人生にはわくわくするようなことがいっぱいある.118 ..563 .178

6.も し出来ることならこの生き方を何度でも繰り返したい 一.097 .441 395

10.も し今 日死ぬとしたら、私の人生は非常に価値ある人生だったと思う.039 .406 .316

11.人 生について脅えると、今二うして生さている瑠由がいつもはっきりしている.101ゆ15 .768

12.私 の 生 き方 か ら言 えば 、世 の 中 は非 常 にしっくりくる 一 。116」28 。737

13.私 は 責 任 感の あ る人間 である 。201一.022 .369

因子相関行列

2

3

F
・
F
`

FIF2

.725

.707.768

(項目内容は簡略化して記載)
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(5)充 実 感 に 関 す る 自 由 記 述 分 析

40代 、50代 の 中年期 の 人 々 を対 象 と し、 自由記 述 を通 して 、人 は 日常 生活 におい て どの よ うな こ とに対

して充実 感 を感 じてい るのか を探 る こ とにす る。 質問 は以 下 の ように行 った。 「毎 日の生 活 の中 で充 実感

や喜 び を感 じるこ とが あ ります か。あ るいは 、過去 にお いて感 じた こ とが あ りま した か。 それ は、 どの よ

うな こ と、或 い は、 どの よ うな時 にお感 じに な りま したか」 を尋 ね た。

3.結 果

(1)人 生 の 後悔 や反 省 点 に 関 す る行 動 の 有 無 に よ る記 述 分 析

人生 を振 り返 った と き、 何 に対 して悔 やん だ り、 何 を反省 点 と して 捉 え てい る のか を尋 ねた 中 年期 の

人 々 の 自由 記述 を行 動 の有 無 に よる視 点 か ら再 検討 した結 果 をTable2に 示 した 。 人生 受 容度(1～5)

に関 わ らず 、『行 動 した こ とに対 す る後悔 や反省 点 』よ り も、『行 動 しなか った こ とに対 す る後悔 や反省 点』

を挙 げて い る人 の方 が か な りの割 合差 で 多 い こ とが 分 か る。 なか で も、"も っ と積極 的 な生 き方 を して く.

れ ば よか っ た"や"自 分 の 可能 性 を もっ と試 す べ きだ っ た""行 動 に移 す勇気 が なか った"と い った 「積

極 性 に欠 け た生 き方 」 を悔 や む記 述 や、 そ れ に関連 して"頑 張 るべ き時 に頑 張 らなか っ た""努 力 が足 り

なか っ た"等 の 「努 力 不足 」、"も っ と勉 強 すべ きだ った""も っ と資 格 を取 ってお け ば よか った"と い っ

た 「学 業」 領域 に言 及 してい る ものが 多 か った 。 さら に、"若 い 時 に 自分 の将 来 を真 剣 に考 え なか った"
"人生 設計 を立 て なか っ た"こ とな ど 「将 来(目 標)を 考 え る努 力 を怠 っ た こ と」 や、"他 者 の 目 を気 に し

過 ぎた生 き方 を し""自 分 ら しい 人生 を生 きる こ とが で きなか った"、"自 分 の正 直 な気 持 ち を も っと大 切

に した生 き方 を して くれ ば よか った"と い った 「自分 ら しさに欠 けた生 き方」へ の言及 、 お よび 「や りた

い事 が で きな か った こ と」 こ と等 も悔 や む点 と して挙 げ られて い た。 また 、"周 囲 に流 され 、成 り行 き任

せ の惰 性 の 生 き方 で あ った こ と"や"面 倒 なこ とや嫌 な ことか ら逃 げ てい た こ と"、 自分 な りにや りた い

Table2人 生の後悔や反省点に関する行動の有無による分析結果(人 数割合(%))

要 因 総合計

1～3

計

4 5

男性 女性 計 男性 女性 計 男性 女性

〈行動しなかったことに対する後悔〉 271(66.2) 95(7α9) 29 66 125(64.1) 28 97 51(63創 14 37

学粟 44 櫓 10 8 16 7 9 10 1 9

生き方態度
・積極性に欠けた生き方 67 20 7 13 35 9 26 12 1 11

・努力不足 37 15 6 9 18 3 15 4 2 2

・周囲に流され.成り行き任せ 他者懸念 27 8 2 6 13 0 13 6 1 5

・自分らしさに欠けた生き方 25 8 0 8 13 4 9 4 2 2

・将来(目標)を考える努力を怠った 18 8 3 5 9 1 8 1 0 1

・やりたい事ができなかった 16 7 0 7 8 0 8 1 0 1

家族(家庭生活) 18 5 0 5 6 2 4 7 2 5

対人関係 13 5 1 4 3 1 2 5 4 1

健康 6 1 0 1 4 1 3 1 1 0

〈行動したがその内喜に対する後悔〉 98(24.0) 27(20.1) 8 19 53(27.2) 9 44 18(22.5) 4 14

生き方態度 40 10 4 6 23 7 16 7 0 7

対人関係 34 11 4 7 15 2 13 8 3 5

家族(家庭生活) 24 6 0 6 15 0 15 3 1 2

〈その他〉 40(9.8) 12(9.0) 4 8 17(8」) 6 11 11(137) 5 6

人生の出来事(不可杭力》 13 8 4 4 4 2 2 1 1 0

性格薗 10 1 0 1 6 2 4 3 1 2

家族(家庭生活) 4 2 0 2 2 1 1 0 0 0

対人闘係 2 0 0 0 2 0 2 0 0 0

宗教(も っと早く信仰がもてればよかった) 羽 1 0 1 3 1 2 7 3 4

合 計 409 134 41 93 195 43 152 80 23 57
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こ とが あ った に も関わ らず親(周 囲)の 意見 に従 ったた めの悔 い を感 じてい る人 もい る等、全 般 的 に 「生

き方態 度 」領 域 に言 及す る記 述 が多 か っ た。 「家族(家 庭 生 活)」 領 域 と して は、"親 孝 行 が十 分 にで きな

か った""亡 くな った家族 との時 間 を もっ と大 切 にす れ ば よかっ た"や 、"家 族 ・子 ど もへの 愛情 の かけ方

が 足 りな か った"こ と等 が挙 げ られ てい た。 「対 人関係 」 で は、"も っ と多 くの 友人 をつ くって お くべ きだ

った"や"相 手 に 自分 の気持 ち を伝 え る こ とがで きなか っ た"等 が、 「健康 」領 域 で は、"身 体 を大事 に し

て こなか った こ と"等 が 挙 げ られて いた 。

また、 行動 す る には した が、 そ の結 果が 良 い もの で はな か った こ とに よる、 『行 動 した こ とに対 す る後

悔 や反 省 点』 に含 め られ る もの と して は、"わ が ままな生 き方 を して きた こ と"や"目 先 の こ とだ けに捕

らわれ た生 き方"、"金 銭 面 に ル ーズ な生 き方"を して きた こ とを悔 や む ものや 、"安 易 な進路 選択 を して

しまった こ と""夫 の両 親 と同居 すべ きで なか った"と い っ た 「生 き方 」領 域 を初 め と して 、"人 を傷 つ け

て しま った こ と"、"人 へ の おせ っかい が過 ぎた"等 の 「対 人 関係 」 領域 、 さら に、"親 に反抗 的で あ っ た

こ と"や"結 婚 した こ と"に 対 す る後悔 、 お よび"子 供 に対 して過保 護 す ぎた こ と"や 逆 に、"仕 事 を も

ってい た ため に子 どもを犠牲 に して しまった こと"等 の 「家族 」領 域 な どの3領 域 が主 な もの と して挙 げ

られて い た。

(2)目 的 ・意 味 意 識 と充 実 感 に よ る分 析

1)4群 別 に よる男 性 、 女性 そ れぞ れ全 員 に よる結果 をTable3・4に 示 した。男 女 いず れ も 「目的 ・意

味 」 と 「活 気 ・充 実感 」 の両 方 共 に高 い群(HH群)がEALの4下 位 尺 度 の得 点 に おい て4群 中有

意 に最 も高 く、 両方 共 に低 い群(LL群)が4群 中有意 に最 も低 い結 果 と なって い た(p<.001)。 こ

れ らの傾 向 は 「自尊感 情」 や 「自己受容 」 「感 謝 ・安 ら ぎ感」 におい て も同 じ結 果 が得 られ てい る。

ま た、 どち らか一 方 で あ るHL群 とLH群 比 較 で は、 「自己課 題性 」 にお いて 、男 女 共 に 「目的 ・意

味 」 のみ 高 い(HL)群 の 方が 「活気 ・充 実感 」 の み高 い(LH)群 よ りも有 意 に得 点 が高 く、男 性

にお いて は 「意味 志向性 」 に も同様 の結 果が 見 られ た。 しか し、他 の全 ての尺度 にお いて それ ら2

群 間 で の有 意差 は見 られ なか っ た。対 人 関係 領域 で は 、他 者の 目を気 にせ ず 「あ りの ま まの 自己」

を生 きる姿勢 や 「他 者 受容 」、 お よび 「他 者 か らの 受容 感」 「超 越 力 を意識 」 に関 して は、HH群 が

4群 中最 も高 く、LL群 が 最 も低 い傾 向 を示 して い た。 逆 に、他 者 に対 す る 「閉鎖 性 ・防衛 性 」 や

「他 者 依拠 」 「自 己優先 」 「孤 独 感 ・疎外 感 」 にお いて はLL群 が4群 中最 も高 く、HH群 が 最 も低 い

傾 向が見 られ た。男 女 を比較 す る と、男 性 に余 り群 間差 が出 てい ない 下位尺 度 にお い て も女 性で は

よ り明確 な群 間差 が示 され てい た。

Tablo3PlL(目 的 ・充 実感)の 高 低群 別の6尺 度 得点 比較(男 性 全 員)

決断性・責任性・狛自性

自己の存在価値

自己課題性

意 志向

④ 閉鎖性・防衛性

ありのままの自己

他者依拠
他者受容

自己優先

⑤ 他者からの受容
疎外感・孤独感

超越力を意識

42.04(4.77)40.82(4.99)38.11(6。41)

29.95(3.29》27」02(3.95》27.25(442)

42。39(5.07》39」1(5.09)35.81(6.74)

34.21(4.18)3Z98(5.33)29.41(4.83)

85.18(8.84》

16ρ5(5.26)18.51(534)16.52(4.11)

14.00(2.87)14.11(3,45)13.47(2.66)

17β8(4.70)1836(5.26)1746(5.25)

26,65(4.13》25.64(4ゆ1)25.13(3.18)

9.96(2.81)10」46(2.95)10.39(238)

30.76(4「51)28.93《4,71)28.19〔5.90}

1t39(4.48)14.93(5.03)12.79(4.14)

10.36(4.19)8.95(4.71)8.98(3.21)

21.90(2,17)19.66(2.97)2025(2.94)

35.24(6.75)HH>>>LH>>しL,HL>>〉1.し

23,92(4.63)HH>>>Hし 〉>>UL、HH>>>しH>>>し し

30.49(6.82)HH>>HL>LH>>>LL,HH>〉>LH

27.11(5.59)HH>>>しH,HH>〉>し し。HL>>LH>1_L

31.94(6.88)HH>>>HL>>し 」HH>しH>>>Lし

77.23(10.15)HH>>>HL>>>LL,HH>>>田>>>LL

20.68(5.04)HH〈HL〈 しL.HH<<<Lし,LH<<<LL

12.39(3.01)HH>>>UrHし>>LL

19.20〔4.66)HH<く しL

23.03(4.23)HH>〉>しLHL>>>Lし,しH>>Lし

1t53(2.63)HH<<<し 」LH〈 しL

24.84(6.15)HH>LH>>>しL,Hし 〉>〉しし

16.56(5.03)HH<<<HL,HH<<<L」LH<<<LL

7.71(3.70)HH>>>し し

17.63(3.46)HH>>>HL>>>LL,HH>>しH>>〉 しL1

59.96

9423…

169.76辮

9t66輌

73.34

38.14轄.

1426

5.02鱒

34.43樽

14.68樽

52.00卿

52.81榊

19.48榊

8154帥.

蝋 くくく》p〈.001,鱒{<<)P〈 ρ1,嘱 く》P〈.05
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Tablo4PIL(目 的・充実感)の高低群別の6尺度得点比較(女 性全員)

① 決断性・責任性・独自性

自己の存在価値
自己課題性

意味志向性

4127(5。74}37.96(5,94)35.43(5.62)

30.91(3.23)26.62(3.56)27.85(3,19)

42.43(531)37,56(6.05)34.20(5,76)

35ρ1(4.40)32.07(3.91)3033(4.07)

16.17(5.24)18.39(5.63)17.32(4.83)

14.18(3.04)12,76(2.85)12.41(3ρ4)

17.28(4.62)19.63(5.23)19.31(4.88)

27。68(3.94)25,50(4.42)25.28(3.44)

9.56(2.77)10.87(327)10,69(2.57)

32.78(3.25}30.87(446)31.71(3.62》

10.28(3.74)13.04(426)11,32(3.75)

11,52(3.91)9.22(4.02)8.96(3.87)

23,12(2.05)2t24(2.84)2t96(2.67)

34.19{6.10)
25.16(4.14)

29.84(6.55)

28.23(5.06)

76.42(9.26)

20.41(5,07)

11.96(3.10)

19.68(4.85)

23.88(4.03)

11.20(2.83)

28.88《5.43)

14.55(4.98)

8.43(3.63)

20.00(a47)

HH>>HL>>>しL.HH>>>LH

HH>>>HL>Lし,HH>>>LH>>〉 しL

HH>>>Hし 〉〉しH>>>し し

HH>>>HL>>>LLHH>>>しH>>>しL

HH>>>HL>>>し し,HH>>>LH>>>LL

HH>>>HL>>>しLHH>〉>しH>>>LL

HHくHL〈 しL,HH<<く しLLH<<<LL

HH>>HLHH>〉>LH,HH>>>LL

HH<<HL,HH<<U{,HH<<〈Lし

HH>>Hし>LLHH>>>LH,HH>>>LL

HH<<HしHH<<しH,HH<<<LL

HH>HL>Lし,HH>>>乙 しLH>>>u_

HH<<<卜1し,HH<<<Lし,LH<<<LL

HH>>>HL,HH>〉>LH,HH>>>しL

HH>>>HL>Lし,HH>>LH>>>LL

95,66

158.74.噸 噂

286.77

138.10鱒

43.55鄭

34.68辮

η.54揃

58.45…

22.23輌

51.10紳 零

6353桝

44.14帥.

の唾寧(<<<)p〈,001,剛 噂{<<)P〈 ρ1,咽 〔つP〈.05

2)男 女 そ れ ぞ れ の4群 別 に お い て 「社 会 的 活

動:ボ ラ ンテ ィ ア活 動 や 社 会的 活動 お よび 自

己 向上 努 力 を行 って い る」 人数 割 合 の結 果 を

Table5に 示 した 。 「目的 ・意 味 」 と 「活 気 や

充 実感 」 の 両方 にお け る高 群 にお い て社 会 的

活 動 を行 って い る割 合が 男 女共 に最 も多 くな

って い る。次 い で、HL群 、LH群 と続 き、 両

方 共 に低 い 群 の社 会 的活 動 を行 って い る人 数

割 合 が最 も低 くなって い た。

Table5P1Lの4群 において

社会 的活動を行 っている人数割合(%)

男 性 女 性

HH群(M

HL群(M

田 群(M

LL群(M

244,F:381)138(56.6)

45f:54)23(51.1)

53,F=105)20(37.7)

276,F:375)75(272)

261(68.5)

26(48.1)

32(3α5)

90(24,0)

(3)充 実 感 に 関 す る 自由 記 述 分 析

領 域 別 に カテ ゴ ライズ した結 果 をTabie6に 示 した(複 数 回答 有 り!。 そ れぞ れの 領域 を更 に分 類 した内

容 を以 下 に示 す。 何 か をや り遂 げ た 「達成 感」、 「家族 」:(子 供 の成 長過 程 ・成長 結 果 、家庭 円満 、子 供

の誕生 、子 供 との交 流 、結婚 、夫 婦 関係 、親 と して の役割 を果 たせ た こ と、生 命 の継続)、 「対 人 関係 」:

(他者 に役 立 ち ・喜 ばれ る時 、社 会参 加、 感謝 され る時、他 者 か らの受 容感 や理 解 、信頼 感 、他 者 との心 の

交 流 、出会 い 、恋愛 、 コ ミュ ニケ ー シ ョン)、 「自己投 入 」:(希 望 や 目標、 目標へ の 過程 、 自己投 入度 の

高 さ)、 「日常 生活」:(平 凡 さの有難 さ、

心 の安 ら ぎ感 、 自然 との融 合、 自由 な時T
able6「 充実感 」の領域別人数割合(%)間)

、 「趣 味 ・娯 楽 」、 「健康 」、 「順 調 な経

過 」:(仕 事 な どが 順調 に運 んで い る時、

自分 の思 う よう にで きてい る時)、 「有 能

感 を感 じる時」、 「宗教 的次 元」 とい っ た

もの であ った 。

40代 、50代 の男 女共 に、 大 き く分 け る

と 「達成 感 」 「家族 」 「対 人関係 」 の3領

域 が充 実感 を感 じる主 な領 域 と して挙 げ

られ る。男 性 にお い て は、両 年代 共 に何

か をや り遂 げ た ときの 「達 成 感」 を感 じ

る と きが 最 も充 実 感 を感 じる と して い

る。達 成感 は女 性 に おい て は3番 目 に挙

達成感

家 族

対人関係

自己投入

日常生活

趣味・娯楽

健 康

順調な経過

有能感を感じる時

宗教的次元
計

40

男 性

38(36,9)

18(17.5)

18(17.5)

8(7.8)

10(9.7)

6(5.8)

1(1.0)

2(1.9)

2(1.9)

103

代

女 性

51(15.8)

116(35.9)

67(20.7)

29(9.0)

21(6.5)

12(3.7)

12(3.7)

3(0.9)

7(2.2)

5(t5)

323

50

男 性

19(30.6)

12(19.4)

11(17.7)

4(6.5)

2(3.2)

6(9.7)

2(3.2)

3(4.8)

3(4.8)

62

代

女 性

25(15.9)

36(22.9)

42(26.8)

1董(7.0)

16(10.2)

4(2.5)

12(7.6)

2(1.3)

3(1.9)

6(3β)

157



人生に対す る後悔 および充実感の視点に よる生 き方態度 に関する研究 137

が ってい る もの で ある が、 いず れ も、 単 に何 か を達 成 した とい うだ けで な く、"我 慢 し、耐 え、失 敗 を重

ね なが ら成功 させ た時"と い った よ うに苦労 を乗 り越 え、努 力 した経 験 を経 て感 じる こ との で きる達成 感

に敢 えて 言及 して いた記 述 も多 か った 。 女性 にお い て は40代 で は 「家 族」 領域 が 、50代 で は 「対 人関係 」

領 域 が最 も多 か っ た。 これ は男 性 にお い て も2・3番 目 に多 く挙 げ られ てい る領 域 で ある。 「家 族」 領 域

の中 で も、"子 供 の成 長 過程"に 関す る もの 、お よび"家 族 が皆 仲 良 く円 満 にい っ てい る こ と"に 充実 感

を感 じる と してい る 人が 多 か った 。 ま た、40代 、50代 共 に、"夫 婦 で の語 らいの ひ と とき"等 の よ うに、

夫 との心 のつ なが りを感 じる時 を挙 げ て い た人 もい たが 、夫 婦 に 関す る言 及 は女 性 のみ に見 られ た。 「対

人 関係 」 と して は、"他 者 に役立 ち、喜 ば れ、感 謝 され る と き"や 、他 者 との 出会 い や恋 愛 を含 む"他 者

との心 の つ なが りを感 じる とき"、 お よび"他 者 か らの受 容感 や 理解 され る こ と"を 挙 げて い る人が 多 か

った。 また、"希 望や 目標 が 見 出せ た とき"や"目 標 に向 か っ てい る と き"お よび"自 分 が何 か に熱 中 し

て い る と き"、 とい った ように 「自己投 入対 象 が あ る こ とや 自己投 入 度 の高 さ」 も充 実感 を感 じる もの と

な って いた。 自己投 入 に類 似 す る もので はあ るが 、 「趣 味 や娯楽 」 も挙 げ られ てい る。 また 、"日 々 の決 ま

りきった仕 事 や家 事 を滞 りな く成 し遂 げ た とき"や"四 季折 々の 自然 を含 め た楽 しみ を享受 す る生 活"、
"日 々 の平凡 な生 活の営 み におい て見 出す ささや かな 出来 事 の 中に多 くの喜 び や悲 しみが あ り

、 そ うい っ

た生 活 のすべ て に充 実感 があ る"と いっ た内容 や 、大 きな病 気 を体験 した 人の場 合"平 凡 で も毎 日が い つ

も と変 わ らな い こ との喜 び を感 じる"と い っ た よ うに 「日常 生活 にお ける(平 凡 さの 有難 さ)」 を再 認識

す る中 に充実 感 を見 出す とい っ た回答 も見 られた。 同時 に、身体 的 に様 々 な変調 を きた す 中年期 と もな る

と、 「健 康」 の有難 さ を痛 感 す る経験 もあ るた め か、 自分 や家 族 が 「健康 」 に過 ごせ てい る'こと自体 に充

実感 を感 じる とす る 回答 も見 られ た。

4.考 察

既 に述 べ た ように 、大学 生 か ら老 年期 に至 る人 々が 人生 を振 り返 っ た と き、 「これで よか った」 と思 え

る要 因 が見 出 され て い るが、 そ こ に示 され てい る要 因 の 中で も、"生 き方 態度 領 域"が 大学 生 を除 く20代

以 降の どの年齢 段 階 にお いて も最 も多 く挙 げ られ てい た 要因 で あ った(高 井,1999c,2000a,b,2001a)。 内容

も様 々で はあ るが 、"辛 い こ と も色 々あ っ たが 、 自分 な りにや りた い事 をや っ て これ た"と い った こ と も

人生 受容 の要 因 の一 つ と して挙 げ られて いた。 自己の 中 に潜 む可能性 を人 生 におい て試 す こ とが で き、 自

己実 現(Maslow,1954)や 個 性 化 の過程(Jung,1933)が 可 能 とな るた め にはそ れ な りの努 力 や 自己 と向 き

合 う勇気 も時 に必 要 であ ろ う と思 わ れる。 自己洞察 と共 に、決 断す る勇 気 、行動 す る勇気 、 時 には 困難 に

も立 ち向 か お う とす る勇気 も必 要 に なっ て くる と思 われ る。長 い よ うで 短 い と も言 え る人生 で ある。 日々

の生 活 に追 わ れ て い る うち に、 い つ の 間 に か年 月 が経 過 し、 ふ と気 づ くと、悔 い る ほ どで は な くて も、

「あ の時 あ あ して おけ ば もっ と良 か っ たか も しれ ない」 と、 もはや戻 る こ との で きな い過 去 を多少 残 念 に

思 う こ ともあ ろう。 人生受 容度 の 高低 に 関わ らず 、人 が 自分の 歩 んで きた 人生 を振 り返 った と き、程 度 の

差 こそ あれ、何 が しかの悔 い る点 、反省 す べ き点 があ る わけで あ るが、 中 年期 の人 々 を対象 と した 自由記

述分 析 にお いて 、上 市 ・楠見(2000,2001)と 同様 、 『行動 しなか っ た こ とに対 す る後 悔』 の方が 『行 動 し

た こ とに対 す る後悔 』 よ りも多 く見 出 され てお り、 記述 内容 か ら、 長期 的 な時 間経 過 を経 て も尚、 若い 時

期 の ことが悔 や まれ る様 子 が窺 えた。 中年 期 とい う人生 段 階 を生 きる とき、 自分 に残 され てい る時 間 を思

い、 人生 の有 限性 を痛 感す る とき、 たっ た一度 の人 生 を 自分 の 可能 性 に挑 戦せ ず、 周囲 に流 され、積 極 的

な生 き方 を して こな かっ た こ とを悔 や む人 も多 か っ た。 結 果が どうで あれ 、 自分 の 可能 性 を勇気 を もって

試 してみ る とい う経 験 も、自分 な りの納 得 のい く人生 に とって は必 要 な ことで あ るのか も しれ ない。また、

行 動 した ことに対 す る後悔 内容 には、 自分 の生 き方 に対 す る反省 とい った個 人 的 な後悔 も見 られた が、他

者へ の配慮 が足 りず、人 を傷 つ けて しまっ た こ とに対 す る 「対 他者 関係 」にお け る後悔 も挙 げ られ てお り、

他 者 との 関係性 を重視 す る様 子 が窺 え、 上市 ・楠 見(2001)と 同様 の結果 が見 出 され た。

PILが 測定 す る ところの 、 人生 に意 味 や 目的 を見 出 し、 活気 や 充実 感 に満 ちて生 活 で きて い る度 合 い が

男女 共 に加齢 に伴 って概 ね強 くな って い くこ とが示 され てい るが(高 井,2000)、 どの年齢 段 階 にお いて も
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そ の度合 い の高 い人 と低 い人 は存 在す る。人 生 にお ける 「目標 や 意味」 を見 出す度 合 いが低 くとも充 実感

の度 合 いが 高 い場合(LH群)も あ り(本 研 究 にお いて は人 数が 少 ない こ と もあ るが)、 今後 の更 なる研 究

が必 要 な と ころで は あ る。従 っ て、 「目標 や意味 」 が見 出せ て いる か否 か とい うこ とだ けが 日々 の生 活 の

「活気 や充 実感 」 に結 びつ くもので は ない こ とは 当然 の こ とで ある 。充 実感 とい う もの は 自由記述 分析 結

果 に見 られ た よ うに、様 々 な要 因 によ って生 み出 され る感 覚 であ る。 しか しなが ら、本研 究 結果 か ら、 人

生 にお ける 自分 な りの 「目標 や意 味 」 を見 出せ て い る度 合 いの 高 い人 は低 い 人 に比 べ て 、 「社 会 的 活動

(ボラ ンテ ィア活 動や何 らか の社 会的 活動 お よび 自己 向上努 力)」 を行 って い る割 合 が男 女共 に多 い こ とが

示 され てい た。Nuttin(1964,1984)の 、個 人 の欲 求 の行 動 的 ・合理 的概 念 で あ る 目標 とい うものが 、 人間 の

行 動 を動 機づ ける とす る見解 に もあ る よう に(白 井,1997)、 何 らか の 「目標 や意 味」 が見 出せ てい る こ と

が 「行 動 」 に結 びつ いて い る ことが本研 究 におい て も示 され てい た。 しか し、 それ らの行 動 が 日々 の生活

の 「活気 や充 実感 」に結 び つ くには何 らかの複 数 の変 数が 背景 要 因 と して 介在 してい る もの と思 われ るが 、

そ れ らの諸 要 因 の 一つ に 自己の 存在 価 値 意識 とい う もの も寄 与 して い る よ うに思 わ れ る。 「目標 や意 味」

意 識 が明 確 で あ り、 「活気 や充 実感 」 に満 ちて 生活 してい る 人 は 自尊 感情 や 自己受 容度 の高 い人で もあ っ

た。 さらに、 神仏 や 自然 を含 め た人知 を超 える力 や他 者 か らの受容 感 を も強 く感 じて いる こ とが 示 され て

い た。 この ように受容 感 を感 じる こ とが で きてい る こ とは、 あた たか な他 者 との 関係 性 を生 きてい る こ と

で もあ る。 自己の 内的 世界 に安 ら ぎと安心 感 のベ ース が築 か れて いる こ と も含 めて 、 自己の 存在 価値 意識

と共 に 自己 に対 す る肯 定 的要 素が 多 い こ とは 、決 断性 や責 任性 を持 って 自律 的 ・主 体的 に生 きてい くこ と

を可 能 にす るだ けで な く、対 人関係 領域 にお いて も他 者 の 目を気 にせず 、 あ りの ま まの 自己 を生 きる強 さ

に結 びつ き、他 者 受容 や感 謝 の気持 ちを抱 い て生 きるこ とを も可能 にす る もので あ る こ とが窺 えた。逆 に、

「目標 や意 味」 を見 出 す度 合い や 、「活気 や充実 感」 の度 合 い も低 い人 は、 人 に対 して も閉鎖 的 ・防衛 的 で

あ り、他 者 に依 拠す る姿 勢 が強 く、 自己 優先 的で あ り、疎 外感 や孤 独感 を感 じてい る こ とも示 されて いた 。

戦争 とい う厳 しい時代 背 景 を持 つ老 年期 と異 な り、 自由な時代 を生 きてい る世 代 にお い て、 自分 の将 来

を真剣 に考 えて い なか った こ とや 目標 を見 出せ ず にい た ため に惰 性 で流 され た生 き方 を して きた こ とに対

す る後悔 も見 られ た。 そ の よ うな生 き方 を して きた結 果 で ある現 在 の生 活 に充 実感 が 持 て ない ので あ る。

目標(希 望 や仕事)な ど自己投 入 で きる対 象 があ る こ とや、対 象へ の 自 己投 入度 が 高 い と き もまた 充実感

に寄 与す る もので あ る様子 が 記述 分析 か ら窺 えた 。 「自己課題 性」 や 「意味 志 向性 」 のあ る 人は 人生 にお

け る 「目標や 意味 」意 識 が明確 で あ る こ とが示 されて い たが 、た とえ 「目標 や意味 」 を観念 的 に見 出 して

い て も、"自 分 を活 かす"何 らかの 行動 が伴 わな い場 合 に は 日々 の充 実感 と して感 じられ に く く、逆 に、

日々の生 活 に おけ る充 実感 とい うの は、 「目標 ・意 味」 意 識が よ り明確 に な ってい るほ ど生 きて い る手応

え、実 感 を よ り強 く感 じる こ とが で きる もの であ ろ う と思 わ れる。 人生 の 「目標 や 意味」 とい うの は、大

きな もの ばか りが 人生 の 目標 や意味 とい うわ けで は ない。 日常 生活 にお ける どん な ささや かな こ とであ っ

て もその 人 な りの 意味 が見 出せ 、小 さな 目標 に向か う積 み重 ね にお い て 日々の充 実感 を感 じる こ とが で き

るので は ない か と も思 わ れる。小 さな 目標 を設 定す る こ とは ある意 味 にお いて は、 生活 に メ リハ リをつ け

るた めの 一つ の工夫 で あ り、生 きる知恵 であ る とも言 えるの で はな いか とも思 う。

中年期 の 自由記述 分析 か らは、人 が 「充実 感」 を感 じる ときの様 々 な諸相 が見 出 され た。何 か をや り遂

げた と きの達成感 に充実 感 を感 じる とす る人が 多 かっ たが 、人生 に対 す る後悔 の記 述 に も関連 して 、何 ら

か の苦 しさ を乗 り越 えた経験 や努 力 経験 とい った ものが 、 人生 を味 わ い深 く、意 義深 い もの にす る よ うに

思 われ る 。楽 な もの 、手 応 え のな い もの か らは さほ ど得 る もの もな く、"生 きる実感 や 手応 え"と いっ た

ものは 、心 の奥 底 か ら感 情 が揺 さぶ られる こ とに よって生 み 出 され る もので は ないか とも思 わ れ る。また 、

中年 期 にお い ては、 子供 の成 長過 程 や、 家庭 が 円満 に営 まれて い るこ とに対 す る充実 感 も多 く、特 に女性

に その 回答 が多 か った。40代 、50代 共 に、男 性 は 「達 成感 」 に最 も充 実感 を感 じる とす る割合 が多 かった

が 、女性 は 「家族 」 や 「対 人 関係 」領 域 がそ れぞ れ最 も多 く挙 げ られて お り、働 き盛 りの年代 にあ る男 性

と、 家族 を含 め た他 者 との 関係 性 を重視 す る女性 との相違 が 表れ て い る ように思 わ れる。 しか しまた 、 日

常生 活 の平 凡 な営 み にお け る ほん の さ さやか な出 来事 に対 して も喜 び を感 じて いる様 子 も窺 え た。 特 に、

50代 の 人 の記 述 には 、健康 に無事 に毎 日が 過 ごせ て い る こ とへ の感 謝 の気 持 ち も含 め て、 「日常 生活 にお

け る"平 凡 さの有 難 さ"」 に言及 す る記 述 が40代 よ りも多 かっ た。 これ ら も身体 の老 い を感 じ始 め る 中年
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期 の特 徴 と言 え よ う。 また、"社 会貢 献 に欠 け た生 き方 を して きた こ と"を 悔 や む記 述 も見 られ た。 今 ま

での上 昇 ・拡大 志 向や競 争 意識 に傾 きが ち だっ た価 値 観か ら、自己 の身体 の 内部 か らの声 に耳 を傾 けつつ 、

生 きる とい う営 み に と って何 が 大切 な こ となの か、 とい うこ とを人生 の有 限性 を考 慮 した上 で改 め て問 い

直す時 期 なの であ ろ う。 身体エ ネ ルギ ーの低 下 と引 き換 え に、血 気盛 ん だ った時 や 自分 の ことに余 りに捕

らわれ てい た時 には見 えな か った精 神 世界 や 人 間 とい う もの 、物 事 の全 体像 や脈絡 な どがlogOSの 次 元 を

超 え た視 座 も含 めて よ り深 く広 範 に見 えて くる とい った こ と もあ ろ う と思 わ れ る。Frankl(1947)は 、

我 々 が人生 の意 味 を問 うの で はな く、我 々 自身 が問 われ た者 と して体 験 され る こ とが重 要 で ある と述 べ て

いる。 日常 生活 の 平凡 な営 み にお いて、 そ の人 な りの さ さや か な 目標 や意 味 があ る と思 わ れ る。 どん なに

ささや か な も・の で あ って も幸福 感 を感 じる こ とが 出来 るの であ る。何 か を失 って初 め て気 づ か され る もの 、

見 え て くる ものが あ る。辛 く、悲 しく、嫌 悪 感 さえ抱 い てい た もの にす ら、何 か の こ とが契 機 とな り視点

を変 えて見 るこ とが出 来 る ことに よっ て今 まで とは全 く異 なっ た安 ら ぎの 世界 の地 平が 広が り、 同 じ出来

事 や事 象 に対 して違 った意味 付 けが 可能 に な り、 そ の人 な りの人 生の 意味 が見 出 され るの で はない だ ろ う

か。

本研 究結 果 か ら、同 じ人 生 を生 きる な らば、 や らず して後悔 す る よ りも、多 少 の傷 つ きや失敗 を覚悟 し

て も具 体的 に何 らかの行 動 に移 してみ る ことの方 が、 結果 の如 何 に関 わ らず人生 に対 して 自分 な りに納 得

の い くもの であ る様 子が 窺 えた 。人生 には静 か に じっ と して い る時 期 もまた重 要で あ ろ うと思 う。余 りの

絶 望や 傷つ きに動 けな い場合 もあ ろ う。 しか し、 その 人 自身 か ら動 き出す精 神 エ ネル ギーの な い場合 で あ

って も、 どんな に長い 時 間 を要 して も、・い つか そ の人 を取 り巻 く外 的世 界 の変化 や動 きにsynchronizeし て

その人 の 内在的 な力が 自然 に動 き出す と きが あ ろ う と思 われ る。 また 、既 に 自 ら動 き出す力 が整 って い る

に も関わ らず、 逃 げて しまって い る場 合 もあろ う。 しか し、 時機 が到 来す れ ば行 動 に移 す勇 気 も必要 で あ

り、移 さねば新 しい世界 は 開 けて こな いので は ない か と思 う。 また、 自己 を投 入 で きる対象 が あ るこ とや

対 象へ の 自己投 入度 が 高い ときに も人 は充実 感 を感 じる もの であ り、 さらに、 家族 や他 者 との心 のつ なが

りを感 じる と き、 人 に役 立 ち、 喜 ばれ る 自分 を感 じる こ とが で きる と きに も、 人 は 日々の生 活 にお いて充

実 感 を感 じるこ とがで きる様 子 が窺 え た。人 が生 きる上 にお いて 自分 ら しさが発 揮 で きる こ と、 個 々人 が

持 っ てい る様 々 な持 ち味 が活 か される こ とが 重要 で は ないか と も思 われ た。臨床 的 に治 療 の必要 な病 態 レ

ベ ル の人 は兎 も角 と して、通 常 の生 活 にお いて無 気力 感 を抱 いて い る人で あ って も、 その人 ら しさが 活 か

され発揮 で きる場 があ り、家 族 を含 む他 者 との あた たか な心 のつ なが りや 受容感 を感 じる こ とが で きる と

きに、 人生 に再 び立 ち向か う力 も沸 き起 こって くるので は ないか と も思 われ る。 そ して、何 らかの行 動 に

移 す勇 気が 新た な世 界 の広 が りを可 能 な ら しめ、 た とえ それ を一入 で行 う勇 気 の ない人 であ って も、 周 囲

の他 者 との あた たか な心 のつ なが り感 がそ れ を可能 な らしめ るの で は ないか と思 われ る。
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AStudyoftheAttitudetoward:Life

fmmtheViewpointofRegret

andASenseofFullfi皿ment

TAKAINoriko

ThepurposeQfthepresentstudyistoexamine,byusingself-reportscollectedfナommiddle-agedlnales

andf6males,whatitisthatoneregretswhenonelooksbackuponone'slif6.Thefesultswereasfbllo脚s.Thosewho

tooksomesortofaction,regardlessofoutcome,tendedtof6ellessregreUhanthosewhotooknoactionatalLThere

werethreemainkindsofregfetlregretconceming"anattitudetowaKllif6(ex.havingbeennotcourageousenough),

regπetabout"inte1personalre[ationships(ex.havinghurtothers),andregretabouピ 「one'sfamilジ.Fu曲ermore,

middle-agedpeopletendedtohaveasenseoffUnfillmentinthef6110wingareas:"achieveinenピ 電,"family(ex.

bringingupchi且dlen)胃and"interpersonalrelationships(ex.heipingothersorbeingclosetoothers".Peoplea且sofelt

satisfiedwhentheyhadahigh-levelofcommitment.Theyweleevensatisfiedwiththeirordinarylif6.Thosewho

haveanaim,howeversmall,andtakesomeactioninordertorealizetheiraim,arefhllofvigorandlivepositively.
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